ララ 夫人 は、 御 承知の 方 も あらう が、 思想 的に はコ 

ンミ ュ 二 ストで ぁリ、 芸術的に は ウルトラ • モデル 二 

ストで あり、 コ ポオが 大戦 中、 仏国 政府の 命 をう けて、 

亜米利加へ 宣伝 旅行に でかけた こと を、 少なからず 軽 

蔑して ゐ るの だとい ふこと がわかった。 

私 は、 手 を かけて、 今度 は、 ソルボン ヌ 大学の ルボ 

ン 先生に 相談して みた。 此の先 生 は 日本の 学生 を 大事 

にす る 先生 だから、 それで は 自分が 骨 を 折って みて や 

る。 その代り、 わしの 講義に は 出席し ろと いふ やうな 

ことで、 しばらく 機会 を 待って ゐ ると、 丁 4K、 大学へ 



るので は あるが、 またもう 一 つ は、 台詞が しっかり は 

ひって しまった 後でなければ 芝居 を あけない から、 そ 

の 必要がない とも 云へ るので ある。 その代り、 舞台の 

前面 右手に、 小さな 部屋が あって、 その 部屋に は、 舞 

台の 方 だけが 見える 格子が ついて をり、 レジス ウルが 

例の グル ナディ ェ (幕の 上げ下ろし をす る 合図の 棒。 

これで 床 を 叩く ので ある) を 持って 立って ゐ るので あ 

る。 

そこで、 私が 案内され たの は、 此の 小さな 部屋で あ 

る。 

コ ポオ は、 二三 人の 座員と なに か 話 をして ゐ たが、 



少し 吃リ 加減な 口調が、 次第に 熱 を 帯びて 来る。 が、 

眼 は 絶えず 笑って ゐる。 そして 視線 は 動いて ゐる。 

前に も 書いた ことがあ るが、 アンドレ. ジ イドの 「ザ 

ュル」 を 稽古に かけ 出してから、 コ ポオ は 非常に 気む 

づ かしくな つた。 

ある 日、 私 は、 作者の ジ イドと 隣り合って 稽古 を 見 

てゐ た。 

コ ポオ は 自ら 「サ ュル」 に扮 する の だが、 ある 場面 

で、 ジ イドが 

「おい、 君、 君、 其処 は 下手へ 引 込 むんだ よ」 と 注意 

した。 



余談で あるが、 此の 時、 ジ イド は、 私の 方に 手 を 出 

して、 英語で、 「マッチ をお もちです か」 と 問 ふので あ 

る。 勿論 煙草 を 喫 ふためで あるが、 私 は、 彼が なんの 

ために、 ここで わざわざ 英語 を 使った か、 甚だ 腑に落 

ちない ので ある。 なぜなら、 それまで 二人 は 仏蘭西 語 

で 話 をして ゐ たの だから。 私が 「voici」 と 云って マツ 

チの箱 を 出す と、 煙草に 火 をつ け、 また 「Thankyou」 

とやった ものである。 なるほど かれは、 シェイク スピ 

ィャの 翻訳 を やって ゐる。 それだけなら、 なんの 奇も 

ない が、 仏蘭西の 文学者で 外国語の できる もの は 甚だ 

稀れ であり、 そのこと だけが、 文名 一世に 高き アンド 



レ. ジ イド をして、 英語で 「マッチ をお もちです か」 

と 云 はせ たの だ —— とい ふ 皮肉な 解釈 をして 見る の も 

面白いで はない か。 尤も 此の 場合、 いろんな 理窟 もつ 

けられる に はつ けられる が。 

そんな わけで、 私 は、 しばらく、 ヴィ ユウ • コロン 

ビエ 座の 隣に ある 同名の ホテルに 宿 をと つた。 南京虫 

の 跋扈す る 安 下宿で、 便利 だとい ふ 以外に 取 柄 はない 

が、 其処のお 神さん は、 私 を 役者 だと 思って ゐ たから 

可笑しい。 

コ ポオ は、 朝晚、 例の 目の 荒い 碁盤縞の 外套 を ひつ 

かけて、 此の ホテルの 前 を 通った。 私 は、 如何なる 場 
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